
 

【講座内容】 

●４月施行の「食品表示法」 食品業者に与える影響とは？ 

・スラッシュルールって何？ 

・小規模事業者の食品が店頭から消える！？ってどんなこと 他 

●６月施行の「食品衛生法（HACCP）」と事業者の対応 

・一般的な衛生管理のチェックポイント 

・本当に HACCP を導入できるのか？ 

・最低限知っておきたい HACCP入門編 他 

 

 

 

 

２０２０年ＨＡＣＣＰ（ハサップ）：食品衛生管理の国際基準が義務化 

●２０２０年ＧＡＰ（ギャップ）：農業生産工程管理の認証取得の義務化 

●２０１９年１０月より飲･食料品の消費税増税（軽減税率）が １９５３年生まれ。慶應義塾大学商学部
卒業。食の安全や表示問題アドバイザーと
して､企業や各種団体等のセミナー講師と
して活躍中。また､新聞･雑誌への評論･執
筆も多く､多方面から高い評価を得ている。
【著書】『面白いほどよくわかる食品表示』
『一冊でわかる食品表示』 など３１冊。 
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表示問題アドバイザー 





本年４月に加工食品の原材料名や添加物・栄養表示等の表示基準で

ある食品表示法が完全実施され､６月には改正食品衛生法(ＨＡＣＣＰ)が

施行されるため､全ての食品取扱業者は､改正内容を理解して早急に対応

することが求められます。そこで本講座では､本年に施行される２つの食品

関連法の内容と取扱事業者が取り組むべき対応策について解説します。 

「食の２０２０年問題 食品取扱事業者の対応策」 受講申込書 

※切らずに送信してください。 

＊ご記入いただきました個人情報は､セミナー運営以外の目的で使用することはありません。 
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